
地域の明日を考える講演会

「失われた２０年」に加えて東日本大
さらに政治の混乱や円高の進行などさらに政治の混乱や円高の進行など、
て、再生と成長のためのシナリオはど
は今何に取り組むべきか。幅広い視点
地方を展望します。

日 時

会 場

平成２３年１１月２４日（木

新潟県自治会館「講堂」会 場

定 員 ２００名（先着） ※11月18日

※定員に達し次第募集を締め切ら

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 本講演会は、（社）建設コンサルタンツﾌ ﾛｸ ﾗﾑ

13:30 開会（開場13:00）

13:40 地域経済報告
「新潟県内経済の現状について」

（

CPD継続教育対象プログラムです。

報告者：神田 恵（新潟経済社会リサーチセ

14:10 地域活動報告
「長岡市川口地区における

地域通貨を用いた地域循環・交流
報告者：吉田 昌幸（上越教育大学講師）

14:40 講演

「日本の明日のために、今地方ででき

講師：橋本 五郎（読売新聞特別編

16:10 閉会

聴講をご希望の方は、裏面の申込書に

会

大震災という打撃を受けた日本。
明るい未来が描けない日本社会におい明るい未来が描けない日本社会におい

どのようなものか、またそのために地方
点と知見を持つ講師を招いてこれからの

）１３：３０～１６：１０

日（金）締切り

らせていただきます。

ツ協会の

管 ）センター主管研究員 ）

流モデル」

きることは何か」

集委員）

橋本五郎 氏

主催：新潟経済同友会・(社)北陸建設弘済会

にご記入のうえ、お申し込みください。



橋本五郎 （はしもと ごろう）
読売新聞特別編集委員

講師紹介

日本の政治・経済の見通しの鋭い分析はじめ、国民にわか
心ある政治などについて論評している。読売新聞の政治部
員・政治部長、編集局次長、編集委員を歴任。長年に亘り国
舞台裏を取材した経験を活かし、テレビのコメンテーターと
に『範は歴史にあり』『「二回半」読む』などがある。

「新しい日本をつくる国民会議（２１世紀臨調）」運営委員、公
委員 東日本大震災復興構想会議委員 読売テレビ「ウェー委員、東日本大震災復興構想会議委員、読売テレビ「ウェ
す」コメンテーター。１９４６年秋田県生まれ、慶応義塾大学

新潟県自治会館「講堂」

会場案内

所在地：〒950-0965 新潟市中央区新光町4番地1

◎駐車場のご用意はございません。
ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

●ＪＲ新潟駅万代口バスターミナル
新潟交通バス「中央循環 県庁行き」乗車
「 バ 約

所在地：〒950 0965 新潟市中央区新光町4番地1
TEL：025‐284‐4101

「県庁」バスターミナル下車 ［約２５分］

●ＪＲ新潟駅南口バスターミナル
新潟交通バス「中央循環 県庁行き」乗車
「県庁」バスターミナル下車 ［約２５分］

●ＪＲ新潟駅万代口及び南口タクシー乗り場

タクシー ［約１５分］

お申込み方法 ※11月18日（金）締切り

聴講をご希望の方は、FAXまたはメール、お電話に

建設系CPD教育継続プログラムの受講証明書が必要

※定員に達し次第、募集を締め切らせていただきま

聴講券の発送は致しません。（締切り後のご応募聴講券の発送は致しません。（締切り後のご応募

お名前（フリガナ）

お住まい（市町村名まで） ご

お申込み・お問い合せ

ご連絡いただいた個人情報は、講演会開催の必要な

お申込み お問い合せ

社団法人 北陸建設弘済会

〒950‐0197 新潟市江南区亀田工業団地2‐3‐4

北陸地域づくり研究所

かりやすい政治、
部次長・論説委
国内外の政界の
しても活躍。著書

公安審査委員会
ークアップ！ぷらクアップ！ぷら

学法学部卒業。

にて事前にお申込みください。

要な方は記載をお願いします。

ますので、お早めにご応募ください。

募の場合のみ、ご連絡差し上げます。）募の場合のみ、ご連絡差し上げます。）

電話番号

ご職業（組織名）

CPD受講証明
(どちらかを○で囲む)

必 要

・

な範囲でのみ利用させて頂きます。

電 話 025 381 1054

不 要

電 話 025-381-1054

ﾌｧｯｸｽ 025-383-1233

ﾒ ｰ ﾙ chiiki.asu@gmail.com


